
社会科（公民的分野）学習構想案 

期 日 令和４年１１月１８日（金）第２校時 

場 所 熊本大学教育学部附属中学校 実践センター 

学 級 熊本市立清水中学校３年１組 ３９名 

指導者 熊本市立清水中学校 教諭 山下大輝 

１ 単元構想 

単元名 第４章 １節「消費生活と市場経済」（東京書籍 P.127～139） 

単元の 
目標 

（１）身近な消費生活を中心に，経済活動の意義について把握するとともに，現在の消費社会

で起きている問題やその解決策について理解している。 

（２）対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，個人や企業の経済活

動における役割と責任や，現在の消費社会で起きている地域や人・社会，環境における

問題の解決策について，多面的・多角的に考察し，表現している。 

（３）市場の働きと経済について，現在の消費社会で起きている地域や人・社会，環境の問題

を解決するためのエシカル消費を通して持続可能な社会の形成に，主体的に参画しようと

している。 

単元終了時に期待する生徒の姿 

サーキュラーエコノミー型の社会を実現していくためには，私たち一人一人がエシカル消費を行って

いくことで，様々な社会問題の解決に関わり，企業や政府を動かしていく原動力となることが大事であ

ると考えられる生徒。 

指導計画と評価計画（８時間取扱い 本時８／８） 

過程 時間 主に働かせたい見方・考え方と発問 
身につけさせたい力 

（知・技 ／ 思・判・表 ／ 態） 

課
題
把
握 

１ 
 
 
 
 

２ 
 
 
 

【効率と公正】【希少性】 
・私たちは消費を行う際，なるべく安い
ものを求めるのはなぜか。 
 
 
【効率と公正】【分業と交換】 
・安さを求める消費者のニーズに応え

るために，企業側はどのような工夫
をしているのか。 

・消費を行うときには，収入と支出のバランス
を考えて必要な財やサービスを購入する結果，
なるべく安いものを買っていることについて理
解している。（知技） 
 
・流通の合理化を行うことで，より安く効率よ
く消費者のもとに財やサービスを届けられるこ
とについて，流通の仕組みをもとに理解してい
る。（知技） 

単元を貫く課題： 私たちは，どのような消費社会をつくっていくべきなのか？ 

課
題
追
究 

３ 

 

 

 

４ 

５ 

 

【対立と合意】 

・消費者をめぐってこれまでにどのよう

な問題が起きてきたのか。 

 

【対立と合意】【希少性】 

・私たちの消費のやり方によって，どの

ような問題が起きているのか。 

・消費者が不利益を受けた消費者問題が起きて

きたことで，消費者主権の考えが広まってきた

ことを理解している。（知技） 

 

・現在の消費社会で起きている問題を，地域や

人・社会，環境などの視点から多面的・多角的

に考察し，表現している。（思判表） 

課
題
解
決 

６ 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

本時 

【対立と合意】【効率と公正】 

・私たちの消費をめぐる地域や人・社会，

環境の問題を解決するために，どのよう

な消費を行っていくべきか。 

 

 

 

【対立と合意】【効率と公正】 

・日本でサーキュラーエコノミー型の

社会を実現させるために，家計・企

業・政府のどこが最も努力すべき

か。 

・地域や人・社会，環境に配慮した消費により，

社会の形成に主体的に参画しようとしている。

（態度） 

・欧州ではサーキュラーエコノミー型の社会に

向けた取り組みで消費をめぐる問題を解決しよ

うとしていることについて理解している。（知

技） 

・日本におけるサーキュラーエコノミー型の社

会の実現のためには，一人一人がエシカル消費

を通して様々な消費をめぐる問題の解決に関わ

り，企業や政府を動かしていく必要性について

多面的・多角的に考察している。（思判表） 



２ 本実践のねらいと生徒の実態 

３ 指導に当たっての留意点 
〇生徒が普段から食べる機会の多い卵や牛肉，穀物などの食材や身近にある店の工夫などを扱うことで，

生徒が身近な消費生活と結び付きやすいようにする。 
〇消費による社会問題を考えていく際には，SDGｓの 17 の目標と結びつけていくことによって，それら

の問題が日本だけでなく全世界共通の問題であることを認識できるようにする。 
〇ワークシートを図化したり表を使用したりすることで，私たちの消費が地域，人や社会，環境に影響

を及ぼし，それらの解決が求められていることを，生徒が関連付けさせやすいように工夫する。 

本実践（単元）のねらい 

本単元は，学習指導要領の公民的分野における「B 私たちと経済」の「 (1)市場の働きと経済」と「(2)
国民の生活と政府の役割」にあたる。(1)では，人々が求める財やサービスを消費することで生活を成り

立たせることが経済活動であり，人間の生活の維持・向上に意義があることを理解させることを主なね

らいとしている。また，(2)では，「消費者の保護」が身に付けるべき知識として挙げられている。つま

り，自立した消費者になるとともに，消費生活に関する行動が現在及び将来の世代にわたって内外の社

会情勢及び地球環境に及ぼすことを自覚して，公正かつ持続可能な社会の形成に積極的に参画すること

を主なねらいとしている。 
一方で，生徒の多くが消費についても値段や価格を基準にしており，自らの消費が様々な社会問題と関

わっていることを認識している生徒は少ない。よって，大量生産・大量消費型の社会によって地域，人

や社会，環境に様々な問題が起きており，その解決の在り方を多面的・多角的に検討させる必要がある。 
ゆえに，本単元では，公正で持続可能な社会の形成のためにも，消費をめぐる様々な社会問題を解決

し，地域，人や社会，環境などにも配慮したエシカル消費を行っていく必要があることを理解させたい。

そのため，本実践では欧州におけるサーキュラーエコノミー型の社会の実現に向けた取り組みと日本の

状況の比較を通して，一人一人がエシカル消費を通して様々な消費をめぐる問題の解決に関わり，企業

や政府を動かしていく必要性について理解させたい。そのことによって，身近な社会問題の解決策や将

来の社会の在り方を多面的・多角的に考察させるとともに，よりよい社会の形成に参画する資質や能力

を育成するという教科のねらいを達成したい。 
本単元における系統 

 

生徒の実態（単元の目標につながる学びの実態） 

■本単元を学習する以前の内容理解                        （単位：３５人） 
調査内容 よく まあまあ あまり ない 

「消費」について説明できる。 ３ １８ ９ ５ 
「公正」について説明できる。 ２０ ６ ６ ３ 
「持続可能な社会」について説明できる。 １２ ８ ３ １５ 

■本単元の学習に関する意識の状況                        （単位：３５人） 
調査内容 聞いたことがある 聞いたことがない 

エシカル消費という言葉を聞いたことがありますか。 １ ３４ 

消費をする際に意識している

ことは何ですか。 

○値段・価格・安さ（２３） ○その商品の品質（４） 
○原産国・どの国がつくったものかを見る（４） ○無駄なものを買わない（２） 

私たちの消費によってどのよ

うな問題が起きていると思い

ますか。 

○フードロス（６） ○税金が高くなる（４） ○ごみ問題（４）  
○円安の進行（２） ○使いきれない（２）  ○分からない（１７） 

■考察 

 ○持続可能な社会を環境の面で説明する生徒が多く，地域や人・社会に関する視点に乏しい。 
 ○エシカル消費を知らない生徒がほとんどで，値段や価格を基準に消費をする生徒が半数以上いた。 
 ○消費による問題では食品ロスやごみ問題など環境に関連付けた生徒が多いが，地域や人・社会に関す

る問題と関連付けた生徒はいなかった。 

中３「私たちの暮らしと経済」  
 

消費生活と市場経済  

中３「現代の民主政治と社会」  
現代の民主政治  

国の政治の仕組み  
地方自治と私たち  

中３「地球社会と私たち」  
 

さまざまな国際問題  
これからの地球社会と日本  

 

小６「世界の未来と日本の役割」  
持続可能な社会に向けた SDGs の取り組み  

中３「現代社会と私たち」  
現代社会の特色と私たち  
現代社会の見方や考え方  



４ 本時の学習 

（１）目標   日本におけるサーキュラーエコノミー型の社会の実現のためには一人一人がエシカル消費を

通して様々な消費をめぐる問題の解決に関わり，企業や政府を動かしていく必要性について

説明することができる。  
（２）展開  

過

程 

時

間 

学習活動 
（◇予想される生徒の発言） 指導上の留意事項 

導 

入 

5
分 

１ 前時の最後に選んだ努力すべき３つの経済

主体の投票結果を把握し，その理由をそれぞ

れの立場で発表する。 

 
 

○色分けしたロイロノートカードで提出

させることで，それぞれの立場の数の

違いを明確にできるようにする。 

展 

開 

38
分 

２ それぞれの立場の意見に対して，質問をし

合って議論を深める。  

 ① 自分とは異なる立場に対してグループご

とに質問を考え，専用の用紙に記入する。 

② 質問を書いた用紙を前に貼り，質問の内

容によって分類する。 

 ③ 質問の答えをグループごとに考える。 

 ④ 質問の答えを立場ごとに発表する。 

 ⑤ 追加の質問をしたり反対意見を述べたり

する。 

 

 

 

 

 

 

３ グローバル気候マーチの事例から，日本と

欧州の消費者が既存の経済に在り方に対す

る考え方の違いを理解する。 

 

 

○立場ごとにグループをつくり，家計・

企業・政府それぞれの立場で，他の立

場の意見に対して質問を考える。 
○質問を考える際に，具体的な内容や方

法，実現可能性などの視点を示して質

問を考えやすくする。 
○出された質問は内容ごとに分類させ，

答えるべき質問を焦点化していく。 
〇企業が環境に配慮した商品を販売した

り，政府が新たに法律を制定したりす

るには，家計（消費者）の求めがない

ことには動かないことに自分たちで気

づかせる。生徒自身で気づかない場合

は，教師側で支援する。 
 
 
○グローバル気候マーチへの参加者数の

違いから，欧州の消費者は既存の経済

の在り方を変えたいと思って積極的に

行動するが，日本の消費者は既存の経

済の在り方を問題視していないから行

動に至らないことに気づかせる。 

終 

末 

7
分 

４ ダイヤモンドランキング（２回目）を行

い，１回目と比較して，ランキングが変化した

理由を個人でまとめる。 

〇単元の最初に行った消費の基準に関す

るダイヤモンドランキング再度行い，

単元の学習を踏まえて自分の消費の基

準を考え直させる。 

 

（３）評価 

評価の観点 評価基準（予想される生徒の発言・記述） 

思考・判断・表現 

Ａ：私たち一人一人がエシカル消費を行ったり環境などに配慮した商品や政策を

求めたりしていくことで，企業や政府を動かして社会を変えていく必要がある

ことを考え，表現している。 

Ｂ：私たち一人一人がエシカル消費を行ったり環境などに配慮した商品や政策を

求めたりしていく必要があることに気づき，表現している。 
 

【学習課題】日本でサーキュラーエコノミー型の社会を実現させるために，家計・企業・政府のどこが最も努力すべきか。 
 

【追究課題】サーキュラーエコノミーに向けた取り組みについて，日本と欧州では何が違うのか。 

 


